
2026年 8月 30日 

主日礼拝 

 

 

礼拝讃美歌⇒473番（SK姉） 

『己が道を歩み』 

 

 

聖書⇒アモス書 5章 8節（MM姉） 

『すばるとオリオンを造り／ 

闇を朝に変え／ 

昼を暗い夜にし／ 

海の水を呼び集めて地の面に注がれる方。 

その御名は主。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒241番 

『主の御稜威と』 

 

 

聖書⇒コロサイの信徒への手紙 1章 11~17節（KT姉） 

『そして、神の栄光の力に従い、あらゆる力によって強められ、どんなことも根気強く耐え忍ぶように。喜び

をもって、光の中にある聖なる者たちの相続分に、あなたがたがあずかれるようにしてくださった御父に感謝

するように。御父は、わたしたちを闇の力から救い出して、その愛する御子の支配下に移してくださいました。

わたしたちは、この御子によって、贖い、すなわち罪の赦しを得ているのです。御子は、見えない神の姿であ

り、すべてのものが造られる前に生まれた方です。天にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないも

のも、王座も主権も、支配も権威も、万物は御子において造られたからです。つまり、万物は御子によって、

御子のために造られました。御子はすべてのものよりも先におられ、すべてのものは御子によって支えられて

います。』 

 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒256番（KH兄） 

『歌いつつ歩まん』 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒148番 

『主の御旨により』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 14章 15~21節（SK兄） 

『「あなたがたは、わたしを愛しているならば、わたしの掟を守る。わたしは父にお願いしよう。父は別の弁

護者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださる。この方は、真理の霊である。世は、こ

の霊を見ようとも知ろうともしないので、受け入れることができない。しかし、あなたがたはこの霊を知って

いる。この霊があなたがたと共におり、これからも、あなたがたの内にいるからである。わたしは、あなたが

たをみなしごにはしておかない。あなたがたのところに戻って来る。しばらくすると、世はもうわたしを見な

くなるが、あなたがたはわたしを見る。わたしが生きているので、あなたがたも生きることになる。かの日に

は、わたしが父の内におり、あなたがたがわたしの内におり、わたしもあなたがたの内にいることが、あなた

がたに分かる。わたしの掟を受け入れ、それを守る人は、わたしを愛する者である。わたしを愛する人は、わ

たしの父に愛される。わたしもその人を愛して、その人にわたし自身を現す。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 22章 37~40節 

『イエスは言われた。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。』

これが最も重要な第一の掟である。第二も、これと同じように重要である。『隣人を自分のように愛しなさい。』

律法全体と預言者は、この二つの掟に基づいている。」』 

 

 



聖書⇒マタイによる福音書 22章 35~40節（KH兄） 

『そのうちの一人、律法の専門家が、イエスを試そうとして尋ねた。「先生、律法の中で、どの掟が最も重要

でしょうか。」イエスは言われた。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛

しなさい。』これが最も重要な第一の掟である。第二も、これと同じように重要である。『隣人を自分のように

愛しなさい。』律法全体と預言者は、この二つの掟に基づいている。」』 

 

聖書⇒申命記 6章 5節 

『あなたは心を尽くし、魂を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。』 

 

聖書⇒レビ記 19章 18節 

『復讐してはならない。民の人々に恨みを抱いてはならない。 

自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主である。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 10章 25~27節 

『すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った。「先生、何をしたら、永遠の命を

受け継ぐことができるでしょうか。」イエスが、「律法には何と書いてあるか。あなたはそれをどう読んでいる

か」と言われると、彼は答えた。「『心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神で

ある主を愛しなさい、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあります。」』 

 

 

礼拝讃美歌⇒19番（KH兄） 

『妙なる愛かな』 

 

 

 

《建徳要旨》 


